
(1)

「新

古

今

注
」
考

山

一早

新
古
今
古
注
釈
の
比
較
的
早
い
時
期
の
注
釈
書
と
し
て
成
立
し
、
後
続
の
注
釈
書
に
影
響
を
与
え
、
特
に

「新
古
今
和
歌
集
註
」
に

重
要
な
典
拠
注
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、
「増
補
本
新
古
今
集
聞
書
」
を
通
し
て
近
世
注
釈
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た

「新
古
今
注
」

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
充
分
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て

「新
古
今
注
」
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

一

「新
古
今
注
」
の
伝
本
は
、

第

一
類
本

（
一
）
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵

「新
古
今
注
」

一
冊
。

（二
）
静
嘉
堂
文
庫
蔵

「新
古
今
和
歌
集
註
」

一
冊
。

第
二
類
本

（三
）
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵

「新
古
今
集
抄
」

一
冊
。

の
三
本
が
現
存
し
て
い
る
。

貧

）
「新
古
今
注
」
は
、
奥
に
、

於
坂
本
　
自
上
冷
泉
家
借
得
之
云
々
　
　
環
翠
軒

（花
押
）

と
あ
り
、
環
翠
軒
清
原
宣
賢
の
自
筆
本
で
、
そ
の
書
写
時
期
は
宣
賢
出
家
の
享
禄
二
年

（
一
五
二
八
）
以
後
で
、
「新
古
今
注
」
を
引
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く

「詞
源
略
注
」
の
成
立
は
、
大
取

一
馬
氏
に
よ

っ
て
、
「享
禄
二
年
四
月
か
ら
八
月
二
七
日
ま
で
の
間
と
、
天
文
十

一
年
の
六
月
か

ら
九
月
ま
で
の
間
、
そ
れ
に
天
文
十
二
年
五
月
か
ら
し
ば
ら
く

（越
前

一
乗
谷
に
）
逗
留
し
て
い
た
間
」
の
い
ず
れ
か
の
時
期
と
さ

れ
、
さ
ら
に
余
語
敏
男
氏
が
宗
碩

「聞
書
連
歌
」
に

「詞
源
略
注
」
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「聞
書
連
歌
」
成
立
は
享
禄

二
年
十
月
二
五
日
で
あ
る
か
ら

「詞
源
略
注
」
の
成
立
は
享
禄
二
年
四
月
か
ら
八
月
二
七
日
の
間
と
限
定
さ
れ
な
。
そ
う
す
れ
ば
、

「新
古
今
注
」
の
書
写
時
期
は
環
翠
軒
を
称
す
る
宣
賢
出
家
の
享
禄
二
年
二
月
十
日
か
ら
四
月
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（二
）
静
嘉
堂
文
庫
本

「新
古
今
和
歌
集
註
」
は
、
巻
軸
に
本
文
と
は
別
筆
で
、

右
新
古
今
故
前
亜
相
公
栄
―
卿
　
御
筆
也

寛
政
八
年
正
月
十
日
　
通
理

と
あ
り
、
小
島
吉
雄
博
士
に
よ

っ
て
通
理
は
久
世
通
理
で
あ
る
か
ら
、
栄
―
卿
は
久
世
栄
通

（安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
七
月
売
）
の

筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
は

「新
古
今
注
」
の

「環
云
…
…
」
の
二
個
所
の
宣
賢
の
注
記
が
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
お
り
、
錯
簡

に
よ
る
本
文
の
乱
れ
か
ら
宣
賢
書
写
本
の
直
接
の
転
写
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
間
に

一
本
以
上
の
写
本
の
介
在
が
想
定
さ
れ
る
が
、

と
も
あ
れ
官
一賢
書
写
本
の
転
写
本
で
あ
る
。

第
二
類
本

（三
）
「新
古
今
和
歌
集
抄
」
は
、
室
町
末
期
写
。
墨
付
五
二
丁
、
歌
数
六
六
九
、
「新
古
今
注
」
の
七
四
七
に
比
べ
る
と

歌
数
も
少
な
く
、
か
つ
巻
軸
の
釈
教
部
七
首
目
の
注
文
の
途
中
で
切
れ
て
お
り
、
釈
教
部
後
半
を
失

っ
て
い
る
残
欠
本
で
あ
る
。

こ
の
第

一
類
本

「新
古
今
注
」
と
第
二
類
本

「新
古
今
和
歌
集
抄
」
を
比
べ
る
と
、
根
本
的
な
相
異
が
あ
る
。
そ
の

（
一
）
「新
古

今
注
」
は
原
則
と
し
て
詞
書

・
作
者
名
を
記
さ
ず
、
和
歌
と
注
文
だ
け
で
あ
る
が
、
「新
古
和
歌
集
抄
」
は
原
則
的
に
詞
書

・
作
者
名

・
和
歌

・
注
文
を
有
す
る
。
含
こ

両
本
相
互
に
独
自
注
が
あ
り
、
そ
の
数
は

「新
古
今
注
」

一
三
〇
、
「新
古
今
和
歌
集
抄
」
五
三
、

共
通
歌
は
六

一
七
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ

「新
古
今
注
」
は
片
仮
名
交
じ
り
表
記
で
あ
る
が
、
「新
古
今
和
歌
集
抄
」
は
平
仮
名
交
じ
り
表
記

で
あ
る
。
こ
う
し
て
両
本
の
間
に
は
系
統
を
異
に
し
た
大
き
な
相
異
点
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
成
立
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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「新
古
今
和
歌
集
抄
」
（以
下

「集
抄
」
と
略
称
す
る
）
春
上
第
二
首
目

「
ほ
の
ぼ
の
と
」
の
歌
注
の
次
に
、
「式
子
内
親
王
　
一昌
倉

院
御
女
也
」
と
作
者
名
と
注
記
の
み
が
記
さ
れ
、
和
歌
お
よ
び
注
文
は
な
い
。
ま
た
、

１
６
１
９
　
吉
野
山
や
が
て
出
じ
と
思
ふ
身
を
花
散
り
な
ば
と
人
や
特

つ
ら
ん
　
家
衡
朝
臣

世
を
い
と
ひ
て
あ
る
吉
野
の
お
く
ま
で
も
、
猶
う
き
世
の
秋
の
夕
暮
の
心
の
を
よ
べ
ば
、
い
と
ひ
て
も
い
と
ふ
べ
き
物
は
、
う
き

世
な
り
と
よ
め
り
。

と
あ
る
。
こ
の
注
は
次
歌
１
６
２
０
の
注
で
、
現
に

「新
古
今
注
」
で
は
、

１
６
２
０
　
イ
ト
ヒ
テ
モ
猶
イ
ト

ハ
シ
キ
世
ナ
リ
ケ
リ
芳
野
ノ
奥
ノ
秋
ノ
タ
暮

世
ヲ
イ
ト
ヒ
テ
ア
ル
吉
野
ノ
奥

マ
デ
モ
、
猶
ウ
キ
世
ノ
秋
ノ
タ
暮
ノ
心
ノ
ヲ
ヨ
ベ
バ
、
イ
ト
ヒ
テ
モ
イ
ト
フ
ベ
キ
物

ハ
、
ウ
キ
世

ナ
リ
ト
ヨ
メ
リ
。

と
あ

っ
て
、
「集
抄
」
は
書
写
の
際
の
目
移
り
に
拠
る
誤
写
を
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「集
抄
」
の
親
本
が
新
古
今

集
の
本
文
に
注
文
を
書
き
入
れ
た
書
入
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
式
子
内
親
王
の
作
者
名
と
注

記
だ
け
が
記
さ
れ
た
の
は
、
親
本
に
注
文
が
な
く
、
記
す
必
要
が
な
か

っ
た
の
で
、
作
者
名
注
記
の
み
を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方

「新
古
今
注
」
で
も

１
８
８
　
夏
草

ハ
茂
リ
ニ
ケ
レ
ド
時
鳥
ナ
ド
我
宿
二
一
声
モ
セ
ヌ

の

「
レ
ド
」
以
下
に
ミ
セ
ケ
チ
記
号
を
付
け
、
右
に

「
リ
ナ
玉
ボ
コ
ノ
ミ
チ
ユ
キ
人
モ
ム
ス
ブ
バ
カ
リ
ニ
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
こ
れ

も
書
写
の
際
、
日
移
り
に
よ

つ
て
１
８
９
歌
を
記
し
、
注
を
記
す
段
階
で
誤
り
に
気
付
い
て
訂
正
し
た
も
の
と
見
る
べ
く
、
こ
れ
に
つ

い
て
黒
川
昌
享
氏
は
、
１
８
９
歌
が

「新
古
今
注
」
に
な
い
と
こ
ろ
か
ら

「書
写
者
宣
賢
が
、
親
本
を
書
き
写
す
際
、
親
本
と
と
も
に

新
古
今
集
の
無
注
の
完
本
を
傍
ら
に
置
い
て
、
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
た
、
そ
の
た
め
に
親
本
に
な
く
、
完
本
で
は

当
該
歌
の
隣
に
位
置
す
る
歌
本
文
を
誤
記
し
て
し
ま

っ
た
」
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
「新
古
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今
注
」
は
詞
書
を
記
さ
な
い
が
、

３
５
９
　
物
オ
モ
ハ
デ
カ
カ
ル
露
ヤ

ハ
袖

ニ
ヲ
ク
ナ
ガ
メ
テ
ヶ
リ
ナ
秋
ノ
タ
暮

物
思
ハ
デ
カ
カ
ル
露
ヤ
ハ
ヲ
ク
ト
打
案
ジ
タ
ル
体
也
。
ソ
レ
ヲ
ナ
ガ
メ
テ
ケ
リ
ナ
ト
ハ
、
ヨ
ミ
タ
マ
ヘ
リ
。
オ
ノ
コ
ド
モ
詩
ヲ
作

テ
可
ニ
ア
ハ
セ
侍

と
注
文
末
尾
に
記
さ
れ
た

「
オ
ノ
コ
ド
モ
詩
ヲ
作
テ
尋

ニ
ア
ハ
セ
侍
」
の
ミ
セ
ケ
チ
の
部
分
は
次
歌
３
６
０
の
詞
書

「を
の
こ
ど
も
詩

を
作
り
て
耳
に
あ
は
せ
侍
し
に
、
山
路
秋
行
と
い
ふ
こ
と
を
」
の

一
部
を
記
し
て
消
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
１
３
９
８
の

「久
シ
ク
ヲ

卦
叱
ヴ
」
も
次
歌
１
３
９
９
の
詞
書

「久
し
く
を
と
せ
ぬ
人
に
」
の

一
部
、
１
４
１
３

「女
ノ
ホ
カ
ヘ
マ
カ
ル
」
も
次
歌
１
４
１
４
の

詞
書

「女
の
ほ
か

へ
ま
か
る
を
聞
き
て
」
の

一
部
を
誤

っ
て
記
し
、
訂
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
「新
古
今
注
」
が
本
来
有
さ
な
い
詞
書
に
つ
い
て
注
を
付
け
た
個
所
が
あ
る
。

１
６
３
　
カ
ク
テ
コ
ソ
見
マ
ク
ホ
シ
ケ
レ
万
代
ヲ
カ
ケ
テ
ニ
ホ
ヘ
ル
藤
浪
ノ
花

飛
香
舎
ト

ハ
、
大
内
ノ
御
殿
ノ
名
也
。

１
４
６
２
　
サ
ク
ラ
花
オ
リ
テ
見
シ
エ
モ
カ
ハ
ラ
ヌ
ニ
チ
ラ
ヌ
バ
カ
リ
ゾ
シ
ル
シ
成
リ
ケ
ル

翫
新
成
桜
花
ト
ハ
造
花
ノ
事
也
。
サ
レ
バ
チ
ラ
ヌ
バ
カ
リ
ト
ハ
ヨ
メ
ル
也
。

と

い
う
前
者
は
、
「飛
香
舎
に
て
藤
花
宴
侍
り
け
る
に
」
の
詞
書
の
注
で
あ
り
、
後
者
は
、
「後
冷
泉
院
御
時
、
御
前
に
て
翫
新
成
桜
花

と

い
へ
る
心
を
を
の
こ
ど
も

つ
か
う
ま

つ
り
け
る
に
」
の
詞
書
に
関
す
る
注
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
象
は
す
べ
て
両
本
の
祖
本
が
新
古

今
集
本
文
を
備
え
た
書
き
入
れ
本
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
両
本
は
同

一
祖
本
か
ら
別
々
に
抄
出
さ
れ
た
抄
出
本
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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二

と
こ
ろ
で
、
両
本
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
「新
古
今
注
」
に
誤
写
が
多

い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「新
古
今
注
」
を
主
要

典
拠
と
し
た
取
り
合
わ
せ
注

「新
古
今
和
歌
集
註
」
本
文
と
の
比
較
に
よ

つ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、

１
４
３
６
　
年
ク
レ
シ
一俣
ノ
ツ
ラ
ラ
ト
ケ
ニ
ケ
リ
苔
ノ
袖

ニ
モ
春
ヤ
立
ラ
ン

苔
ノ
袖
ト
ハ
、
沙
門
ノ
袖
也
。
発
心
同
事
也
。

〈
集
抄
〉
苔
の
袖
と
は
、
沙
門
の
袖
也
。
羅
衣
同
事
也
。

〈
集
註
〉
苔
の
袖
と
は
、
沙
門
の
袖
な
る
べ
し
。
羅
衣
と
云
も
お
な
じ
事
也
。

と
あ

っ
て
、
「集
註
」
は
や
や
書
き
換
え
て
い
る
が
、
「集
抄
」
が
原
形
で
、
「新
古
今
注
」
は
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

１
１
９
０
　
庭

ニ
オ
フ
ル
タ
カ
ゲ
草
ノ
下
露
ヤ
暮
ヲ
マ
ツ
マ
ノ
涙
ナ
ル
ラ
ン

タ
カ
ゲ
草
オ
フ
ヲ
イ
ヌ
ト
ハ
ナ
シ
。
タ
ダ
草
也
。

〈
集
抄
〉
夕
か
げ
草
な
に
を
い
ふ
と
は
な
し
。
た
だ
草
也
。

〈
集
註
〉
夕
か
げ
草
と
は
、
ゆ
ふ
べ
の
草
ま
で
也
。
草
の
名
に
あ
ら
ず
。

「新
古
今
注
」
は
意
味
不
明
と
い
う
外
な
い
。
「新
古
今
集
註
」
は

「十
代
抜
書
」
の
注
で
あ
る
。
「集
抄
」
が
原
形
で
あ
ろ
う
。

９
　
時
ハ
今

ハ
春

ニ
ナ
リ
ヌ
ト
ミ
雪
フ
ル
遠
キ
山
ベ
ニ
霞
タ
ナ
ビ
ク

此
腎

ハ
、
時

ハ
今

ハ
春

二
成
リ
ヌ
ト
ョ
ミ
キ
リ
テ
、
遠
キ
山
辺
二
霞
タ
ナ
ビ
キ
、
春

ハ
キ
ニ
ケ
リ
ト
ミ
ル
ベ
シ
。

〈
集
抄
〉
と
き
は
今
春
に
成
ぬ
と
み
雪
ふ
る
遠
き
山
べ
に
霞
た
な
び
く
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此
可
は
、
時
は
今
春
に
成
ぬ
と
み
雪
よ
み
切
て
、
遠
き
山
べ
に
霞
た
な
び
く
と
云
句

へ
か
け
て
み
る
べ
し
。

〈
集
註
〉
時
は
今
春
に
成
ぬ
と
み
ゆ
き
ふ
る
遠
き
山
べ
に
か
す
み
た
な
び
く

此
可
は
、
時
は
引
春
に
成
ぬ
と
読
み
き
り
て
、
と
を
き
山
辺
に
か
す
み
た
な
引
と
云
ふ
句
に
か
け
て
み
る
べ
し
。

こ
の
例
は
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
「時

ハ
今

ハ
」
と

「時
は
今
」
は
本
文
の
問
題
で
あ
る
。
「新
古
今
集
」
本
文
は

「時
は
今

は
」
で
あ
る
が
、
小
宮
本
な
ど
の
よ
う
に

「時
は
今
」
と
な

っ
て
い
る
本
文
も
あ
る
。
原
形
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、

１
０
２
２
　
カ
タ
岡
ノ
雪
マ
エ
ネ
ザ
ス
若
草
ノ
ホ
ノ
カ
ニ
ミ
シ
人
ゾ
恋
シ
キ

〈
集
抄
〉
み
て
し

〈
集
註
〉
み
て
し

１
２
０
４
　
君

マ
ツ
ト
ネ
ヤ
ヘ
モ
入
ラ
ヌ
ハ
キ
ノ
戸
ニ
イ
タ
ク
ナ
フ
ケ
ソ
山
ノ
ハ
ノ
月

〈
集
抄
〉
真
木
の
戸

〈
集
註
〉
真
木
の
戸

１
２
４
７
　
今

コ
ン
ト
タ
ノ
メ
ツ
ツ
ヮ
ガ
コ
ト
ノ
葉
ゾ
ト
キ

ハ
ニ
ミ
ユ
ル
紅
葉
成
ケ
ル

〈
集
抄
〉
ふ
る

〈
集
註
〉
ふ
る

な
ど
の
ご
と
く
明
ら
か
に

「新
古
今
注
」
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
個
所
が
数
十
個
所
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
あ
る
い
は

「時
は
今
」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
注
文
の

「新
古
今
注
」
「遠
キ
山
辺

二
霞
タ
ナ
ビ
キ
春

ハ
キ
ニ
ケ
リ
ト
ミ
ル
ベ
シ
」
は
誤
り
で
、
同
様
に

「集

抄
」
の

「時
は
今
春
に
成
ぬ
と
み
雪
よ
み
切
て
」
と
す
る
の
も
誤
り
で
あ

っ
て
、
「集
註
」
が
原
形
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
「新
古
今
注
」
注
文
に
誤
写
と
思
わ
れ
る
個
所
が
多

い
状
況
を
今
少
し
掲
げ
て
み
る
と
、

（新
古
今
注
）
　

　

　

　

　

（集
抄
）
　

　

　

　

　

　

（集
註
）

１
８
７
　
　
　
｝遅
留
セ
デ
ミ
ル
　
　
　
　
　
（か
へ
る
）
　

　

　

　

　

（や
す
ら
は
で
か
へ
る
）

７
３
７
　
　
　
詞
ノ
ホ
ト
リ
也
　
　
　
　
　
（お
こ
り
）
　

　

　

　

　

（お
こ
り
）
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９

０

７

１

２

４

５

１

３

２

８

１

４

５

３

１

４

５

４

１

４

５

５

１

５

８

２

１

６

４

４

１

６

４

７

１

６

４

８

１

７

８

２

１

８

４

２

１

９

０

９

サ
ヤ
ノ
中
山

ハ
遠
国
也

心
ト
イ
フ
也

浅
キ
ワ
ガ
身

誰
カ
ゲ
ヲ
モ
タ
ノ
ミ
テ

心
ノ
老
ト

ハ

忘
ラ
レ
シ
降
『

万
代
ヲ
ヌ
ル
宿

二
条
関
白
殿
ノ
連
子

花
ヲ
見
、
叡
覧
ア
ル

木
ノ
雪
一百

ソ
ヘ
テ

今
ミ
ル
ト
イ
フ

彼
川
二
取
テ

大
将
ヲ
ハ
ナ
レ

右
大
臣

ニ
ナ
リ
テ

ハ
ト

ハ

中

二
、
異
相
ナ
ド

釈
教
ノ
庭

ニ
ア
フ
不
バ

イ
ト
マ
ホ
シ
ナ
ド

塩
ヤ
ノ
ヮ
ナ
ト
申

ハ

（遠
江
国
）

（浅
き
心
）

（い
や
し
き
）

（か
た
）

↑
化
）

（恋
）

（ふ
る
）

（連
枝
）

（君
）

（雪
に
お
る
る
に
）

（三
輪
）

（よ
せ
て
）

（去
年
大
将
）

（今
年
右
大
臣
）

（そ
は
と
は
）

（中
道
実
相
）

（部
）

（
い
は
ま
ほ
し
）

（王
子
）

（遠
江
国
）

（心
の
あ
さ
き
）

（
い
や
し
き
）

（か
た
）

↑
化
）

（恋
）

（ふ
る
）

（連
枝
）

（君
）

（雪
に
お
る
る
に
）

（三
輪
）

（よ
せ
て
）

（去
年
大
将
）

（今
年
左
大
臣
）

（そ
は
と
は
）

（中
道
実
相
）

（部
）

（
い
は
ま
ほ
し
）

（王
子
）
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等
は

「新
古
今
注
」
の
誤
写
と
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
「新
古
今
注
」
に
は

一
～
三

・
四
字

（ま
れ
に
そ
れ
以
上
の
字
数
）
の
空

白
部
分
が
四
十
数
個
所
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
黒
川
昌
享
氏
は

「恐
ら
く
京
大
本
の
親
本

（上
冷
泉
家
本
）
に
、
す
で
に
虫
損
が
起

っ
て
い
て
、
そ
れ
を
忠
実
に
反
映
さ
せ
た
結
果
生
じ
た
空
白
部
分
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
い
う
重
大
な
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
。
碩
学
清
原
宣
賢
が
上
冷
泉
家
か
ら
借
り
受
け
た

「新
古
今
注
」
親
本
が
、
誤
り
多
き
本
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
か

っ
た
筈
は

な
い
。
し
か
し
、
古
砂
本
と
し
て
の

「新
古
今
注
」
の
価
値
を
認
め
た
結
果
採

っ
た
方
法
が
、　
一
字

一
句
違
え
ず
写
し
、
そ
れ
故
に
虫

損
に
よ
る
欠
落
個
所
も
空
自
の
ま
ま
残
す
厳
密
な
書
写
態
度
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「新
古
今
注
」
に
対
し
て

「新
古
今
集
抄
」
の
本
文
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
形
態
的
に
本
書
は
、
詞
書

・
作
者
名

・
和
歌

・
注
文
の

順
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
７
１
ｌ

ｏ
７
２
４

・
７
４
７

ｏ
７
４
８

ｏ
ｌ
４
３
３

ｏ
ｌ
８
３
１
は
、
和
歌
を
欠
き
、
注
が
次
歌
の
次
に
次

歌
の
注
と
合
わ
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
１
４
１
６

・
１
４
５
ｌ

ｏ
ｌ
６
３
９
は
、
和
歌
の
み
で
注
が
な
い
。
「新
古
今
注
」
で

は
、
５
４
９

・
７
２
ｌ

ｏ
ｌ
０
１
６

・
１
４
２
４

・
１
５
４
９

・
１
９
６
３
が
和
歌
の
み
で
注
が
な
い
。
た
だ
し
、
右
の
内
１
４
５
１

は
、
「新
古
今
注
」
に
は
注
が
あ
り
、
１
４
２
４
に
は

「集
抄
」
に
注
が
あ
る
の
で
、
相
互
の
注
が
書
き
落
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
「新
古
今
注
」
の
合
点
を
付
し
た
四
首
は
転
写
の
過
程
で
歌
の
み
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
と
し
て
合
点
が
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
特
に
優
れ
た
歌
の
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

１
３
３
４
　
＞か
り
に
け
る
時
雨
は
袖
に
秋
か
け
て
い
ひ
し
ば
か
り
を
待
と
せ
し
ま
に
　
俊
成
卿
女

秋
か
け
て
い
ひ
し
ば
か
り
を
待
と
せ
し
ま
に
え
に
こ
そ
有
け
れ
と
云
尋
を
と
れ
り
。
秋
あ
は
ん
と
契
り
た
れ
ば
、
さ
は

な
く
て
時
雨
こ
そ
袖
に
ふ
れ
と
よ
め
り
。

注
の

「秋
か
け
て
い
ひ
し
ば
か
り
を
待
と
せ
し
ま
に
」
の
歌
は

「え
に
こ
そ
有
け
れ
と
云
耳
を
と
れ
り
。」
の
意
と
も
取
れ
な
く
も
な

い
が
、
苦
し
い
。
や
は
り

「新
古
今
注
」
や

「集
註
」
が
引
く
本
歌

「秋
か
け
て
い
ひ
し
な
が
ら
も
あ
ら
な
く
に
木
の
葉
ふ
り
し
く
え

に
こ
そ
有
け
れ
」
の
誤
写
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て

「集
抄
」
に
も
誤
写
と
み
ら
れ
る
個
所
も
あ
る
が
、
「新
古
今
注
」
に



一早片  山(9)

比
べ
る
と
、
本
文
や
注
文
の
誤
り
は
比
較
的
少
な
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、
両
本
と
も
不
完
全
な
抄
出
本
で
あ
り
、
原
初
本
の
出
現
が
待
た
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「新
古
今
和
歌
集
註
」
作
者
は
こ
の
原
初
本
を
見
て
い
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
「新
古
今
注
」
に
独
自
注

一
三
〇
首
、

「集
抄
」
に
独
自
注
五
三
首
が
あ
る
と
言

っ
た
が
、
そ
の
状
況
と

「集
註
」
の
関
係
を

一
覧
に
し
て
示
す
と
、
次
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

左
表
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に

「新
古
今
注
」
の
独
自
注

一
三
〇
の
内
六
三
首
、
「集
抄
」
の
独
自
注
五
三
の
内

一
三
首
が

「集

註
」
に
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は

「集
註
」
が
現
行
の

「新
古
今
注
」
と

「集
抄
」
拠

っ
た
と
し
な
い
か
ぎ
り
成

り
立
た
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
は

不
自
然
で
あ
り
、
抄
出
本
で
は

な
い
原
初
本
に
拠

っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
原
初
本

が
ど
の
よ
う
な
規
模
の
注
釈
本

で
あ

っ
た
か
は
明
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
出
来
な
い

部  立

新 古 今 注 新古今集抄 共
通
歌
数歌数 独 自 集註 歌数 独 自 集註

春 上
下

34

14 1

37

19

l 34

13

夏 43 39 l

秋 上
下

58

13

28

9

31

5

1

1

30

4

久
ヽ

賀 20

哀  傷

離  別 1 l

署  旅 24

一

二

三

四

五

恋 31

15

31

53

58

33

16

35

58

61

29

15

30

53

57

雑 上
中

下

84

58

89

1

1

89

61

91

80

57

89

神  祗 52 1

釈 教 49 42

計 747 130 63 53 617
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三

そ
こ
で
、
現
存
す
る
両
抄
出
本

「新
古
今
注
」
「集
抄
」
か
ら
可
能
な
限
り
原
初
本
を
想
定
し
、
そ
の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。
注

内
容
を

（１
）
語
句
の
解
釈
、
（２
）
詠
歌
事
情
、
（３
）
歌
の
趣
旨
や
鑑
賞
に
関
わ
る
注
、
（４
）
本
歌

ｏ
本
説

・
参
考
歌
、
（５
）
修

辞

・秀
句
、
（６
）
名
所
・
歌
枕
、
（７
）
故
事

・有
職
に
関
す
る
注
、
（８
）
清
濁
・句
切
れ
な
ど
の
指
摘
と
大
別
し
て

一
覧
し
て
み
る
。

1

春 上
下

29

14

夏 36 1

秋 上
下

48

13

1

1

久
ヽ

賀 1 l

哀 傷 l

離  別 1 l

暑  旅 1

一

二

三

四

五

亦
心 26

11

31

38

47

13

19

13

4

2

2

11 1

上

中

下

雑 59

43

56

2

2

19

5

28

15

7

12

4

神  祗 26 1 1

釈 教

計 534 78 78
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従
っ
て
二
以
上
の
項
目
に
ま
た
が
る
場
合
も
あ
り
、
注
歌
数
と
は

一
致
し
な
い
。

（
一
）
の
語
句
の
解
釈
に
関
す
る
注
が
最
も
多
く
、
本
書
の
性
格
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、

８
　
風
マ
ゼ
ニ
雪
ハ
フ
リ
ツ
ツ
シ
カ
ス
ガ
ニ
霞
タ
ナ
ビ
キ
春
ハ
来
ニ
ケ
リ

風
マ
ゼ
ト
ハ
、
風
卜
雪
ト
ノ
マ
ジ
リ
行
タ
ル
事
ヲ
イ
フ
也
。
シ
カ
ス
ガ
ハ
サ
ス
ガ
ニ
ト
イ
フ
事
ナ
リ
。
翁
集
抄
」
「行
」
な
し
）

の
ご
と
く
、
穏
当
な
注
も
多
い
が
、

１
０
　
春
日
野
ノ
下
モ
エ
ワ
タ
ル
草
ノ
上
ニ
ツ
レ
ナ
ク
ミ
ユ
ル
春
ノ
ア
ハ
雪

ツ
レ
ナ
ク
ト
ハ
、
タ
ナ
ビ
ク
ナ
ド
イ
フ
事
也
。
ツ
レ
ト
ハ
友
卜
云
事
也
。
翁
集
抄
」
同
文
）

と
言
っ
た
誤
り
と
思
わ
れ
る
解
釈
も
ま
ま
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
制
詞
に
つ
い
て
の
注
で
、

７
３
　
春
風
の
霞
吹
と
く
た
え
間
よ
り
乱
て
な
び
く
青
柳
の
い
と
　
殷
富
門
院
大
輔

み
だ
れ
て
な
び
く
、
制
の
こ
と
ば
也
。
読
べ
か
ら
ず
。
（集
抄
）

を
初
め
と
し
て
、
８
２

「花
の
や
ど
か
せ
」
（注

・
集
抄
）
、
１
２
９

Ｆ
風
ぞ
か
す
む
」
（集
抄
）
、
１
３
３

Ｆ
風
も
し
ろ
き
」
（集
抄
）、

１
４
７

「む
な
し
き
枝
」
（集
抄
）
、
１
５
９

「露
そ
ふ
」
（集
抄
）、
１
７
０

「み
山
べ
の
里
」
（集
抄
）、
２
２
０

「あ
や
め
ぞ
か
ほ

る
」
（集
抄
）
、
２
６
３

「涼
し
く
く
も
る
」
（注

・
集
抄
）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「詠
歌

一
体
」
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

「嵐
も
し
ろ
き
」
「み
山
べ
の
里
」
は

「詠
歌

一
体
」
に
は
な
い
。　
一
体
制
詞
は
、
為
家
以
後
次
第
に
拡
大
し
て
行
っ
た
ら
し
く

「近
代

風
体
」
（良
基
）
で
は
、
「近
代
お
ほ
く
禁
制
の
詞
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
其
出
所
不
分
明
。
或
定
家
卿
、
為
家
卿
の
一
向
可
止
之

由
被
申
た
る
も
あ
る
べ
し
。
或
は
又
あ
ま
り
に
よ
き
こ
と
葉
に
て
あ
る
間
人
ご
と
に
是
を
用
る
が
故
に
被
止
た
る
も
あ
る
に
や
。
今
所

見
に
随
而
少
々
こ
れ
を
注
し
出
す
。
用
捨
宜
く
人
の
所
存
に
あ
る
べ
し
。
（後
略
と

と
言
っ
て
い
て
、
ヨ

向
不
可
用
詞
」
と
し
て
挙

げ
た
中
に

「深
山
邊
の
里
」
が
入
っ
て
い
る
。
「嵐
も
し
ろ
き
」
は
注
作
者
の
制
詞
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
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れ
に
し
て
も
、
制
詞
の
問
題
は
、
注
作
者
の
属
し
た
時
代
性
を
示
し
て
い
る
。

（２
）
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、

１
５
０
６
　
和
歌
ノ
浦

二
家
ノ
風

コ
ソ
ナ
ケ
レ
ド
モ
浪
吹
色

ハ
月
ニ
ミ
エ
ケ
リ

家
ノ
風
ト
イ
フ
程
ノ
事

ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
人
ナ
ミ
ニ
モ
和
腎
所
二
侍
リ
テ
、
コ
ト
ノ
葉
ノ
月
ニ
ミ
エ
侍
ル
事
ノ
思
出
サ
ヨ
ト
述
懐

ノ
心
ヲ
ヨ
ミ
侍
ル
也
。
（集
抄
、
和
腎
所
↓
和
腎
）

な
ど
、
詠
歌
事
情
に
関
す
る
注
が
三

一
あ
り
、
こ
れ
は
、
雑
部

・
神
祗
部
に
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た

（３
）
で
は
、

１
３
１
５
　
一早
枕
ム
ス
ビ
定
メ
／ヽ
方
シ
ラ
ズ
習

ハ
ヌ
野
ベ
ノ
夢
ノ
通
路

ナ
ラ
ハ
ヌ
野
ベ
ノ
カ
リ
ネ
ナ
レ
バ
、
イ
ヅ
ク
ニ
ム
ス
ベ
ル
夢
ノ
通
路

ハ
ア
ル
ベ
キ
ト
、
草
ノ
枕
ヲ
モ
ム
ス
ビ
煩
タ
ル
ナ
リ
。
（桑

抄
、
ム
ス
ベ
ル
↓
む
す
び
て
か
）

な
ど
、
歌
の
趣
旨
や
鑑
賞
に
は
関
す
る
注
が

一
一
六
あ
り
、
貧

）
（一
こ

含
こ

を
加
え
る
と
、
全
体
の
７３
％
に
及
び
、
本
音
の
性
格

を
示
す
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

（
４
）
本
歌

ｏ
本
説
の
指
摘
は
五
八
歌
に
み
ら
れ
る
。
巻
頭
歌
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

１
　
一一一吉
野

ハ
山
モ
カ
ス
ミ
テ
白
雪
ノ
フ
リ
ニ
シ
里
二
春

ハ
来

ニ
ケ
リ

拾
遺
集

二
、
春
立
ト
イ
フ
バ
カ
リ
ニ
ヤ
三
吉
野
ノ
山
モ
カ
ス
ミ
テ
ケ
サ

ハ
ミ
ユ
ラ
ン
ト
イ
フ
毒
ヲ
本
歌
ト
シ
テ
ヨ
ミ
給

ヘ
リ
。
古

郷
ト
イ
フ
事

ハ
、
昔
大
和
二
都
ノ
タ
チ
タ
レ
バ
イ
フ
也
。
吉
野
ノ
里
則
古
郷
也
。
吉
野
二
御
垣
ガ
原
卜
云
所
ア
リ
。
ソ
レ
モ
内
裏

ノ
御
垣
ノ
ウ
チ
ナ
リ
シ
ガ
、
今

ハ
原

二
成
リ
タ
レ
バ
、
御
垣
ガ
原
ト
イ
フ
也
。
（集
抄
、
山
モ
カ
ス
ミ
テ
ケ
サ
ハ
ミ
ュ
ラ
ン
↓
な

し
）

と
本
歌
を
指
摘
し
、
（６
）
と
し
た
吉
野
の
御
垣
が
原
を
傍
証
と
し
て
吉
野
古
京
説
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
歌
の
本
歌

へ
の
言
及

は
、
は
や
く
俊
成
の
建
久
九
年

「後
京
極
殿
御
自
歌
合
」

一
番
判
詞
に
、
７
心琴
が
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
よ
し
野
の
と

い
へ
る
歌
は
、
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山
も
か
す
み
て
と
い
へ
る
も
の
字
、
こ
と
に
心
こ
も
り
て
お
ぼ
え
侍
し
に
、
今
又
や
ま
も
霞
て
と
侍
る
に
、
年
来
の
所
存
に
計
会
し
て

両
方
勝
負
不
分
明
。
な
ぞ
ら

へ
て
持
と
申
べ
き
に
や
。
」
と
あ
る
の
に
始
ま
る
が
、
注
釈
史
で
の
指
摘
は
意
外
に
遅
い
。
自
讃
歌
注
常

縁

「月
花
集
拾
遺
」
が
、

此
山
南
国
に
て
陽
気
早
く
い
た
れ
る
故
に
、
春
の
立
事
を
よ
み
な
ら
は
せ
り
と
か
や
。
拾
遺
集
の
巻
頭
に
も
、
春
立
と
い
ふ
斗
に

や
御
吉
野
の
山
も
霞
て
け
さ
は
み
ゆ
ら
ん
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
本
歌
取
と
し
て
で
は
な
く
、
吉
野
立
春
の
類
歌
と
し
て
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
「原
撰
本
新
古
今
集
聞
書
」
で
は
、

本
歌
に
、

い
づ
く
と
も
春
の
光
は
わ
か
な
く
に
ま
だ
み
よ
し
の
の
山
は
雪
ふ
る

み
よ
し
の
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し
古
郷
さ
む
く
成
ま
さ
る
也

日
の
光
や
ぶ
し
わ
か
ね
ば
い
そ
の
か
み
ふ
り
に
し
里
に
花
も
咲
け
り

を
掲
げ
て
い
る
。
宗
祗

「自
讃
歌
註
」
が
、

此
毒
は
、
春
立

つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
の
う
た
を
と
れ
り
。
山
も
か
す
み
て
と
い
へ
る
め
で
た
き
に
や
。
ふ
り
に
し
里
と
は
、
古

郷
の
よ
し
な
り
。

と
俊
成
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
本
歌
と
し
て
い
る
の
が
早
く
、
新
古
今
注
釈
書
で
は
、
「久
世
本
新
古
今
聞
書
」
が
本
歌
に

「春
立
と

い

ふ
斗
に
や
」
と

「故
郷
は
吉
の
の
山
し
近
け
れ
ば
」
を
引
い
て
い
る
の
み
で
、
幽
斎

「増
補
本
新
古
今
集
聞
書
」
は
常
緑
注
に
拠

っ
て

い
て
、
忠
琴
歌
の
指
摘
は
な
く
、
「増
抄
」
も
同
様
で
、
漸
く

「
八
代
集
抄
」
に
到

っ
て
、

師
説
此
腎
忠
琴
の
山
も
霞
て
を
本
可
ニ
テ
読
な
が
ら
古
に
し
里
に
て
も
の
字
を
は
た
ら
か
し
給
。
奇
特
云
々
。

に
よ

っ
て
定
着
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

」ゝう
し
て
み
れ
ば
、
「新
古
今
注
」
の
本
歌
忠
琴
歌
の
指
摘
は
最
も
早
い
も
の
で
あ

っ
た
と

言
え
る
の
で
あ
る
。
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本
書
の
本
歌

・
本
説

・
参
考
歌
に
関
す
る
関
心
は
後
続
の
注
釈
書
に
比
べ
て
高
く
、
（５
）
修
辞

・
秀
句
、
（６
）
名
所

・
歌
枕
、

（７
）
故
事

・
有
職
、
（８
）
清
濁
、
句
切
に
関
す
る
指
摘
と
相
侯
ち
、
本
注
作
者
が
専
門
歌
人
で
あ
つ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
に
充
分
で

あ
る
。

四

本
注
作
者
は
、
歌
学
書
に
も
通
じ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

１
８
７
６
　
神
風
や
と
よ
み
て
ぐ
ら
に
な
び
く
し
で
か
け
て
あ
ふ
ぐ
と

い
ふ
も
か
し
こ
し

神
風
と
い
ふ
事
以
前
も
あ
れ
ど
も
、
此
下
に
て
申
也
。
或
説
に
、
み
も
す
そ
川
に
神
が
瀬
と
云
在
所
と
云
々
。
是
を
ば
不
用
。
風

の
い
づ
く
を
も

へ
だ
て
ぬ
が
ご
と
く
、
神
慮
の
あ
ま
ね
き
こ
と
を
神
風
と
は
よ
む
と
云
々
。
と
よ
と
は
大
と
云
儀
也
。
と
よ
は
ゆ

た
か
な
る
也
。
と
よ
は
た
雲
と
云
も
大
な
る
雲
也
。
豊
あ
し
原
と
云
も
大
の
儀
也
。
み
て
ぐ
ら
と
は
、
神
に
た
て
ま
つ
る
神
物
と

云
也
。
し
で
も
神
の
物
な
れ
ば
、
と
よ
み
て
ぐ
ら
に
な
び
く
し
で
と
は
つ
づ
け
給
へ
り
。
か
し
こ
し
と
は
、
か
た
じ
け
な
し
と
お

そ
れ
た
る
詞
也
。
（新
古
今
注
は
、

へ
だ
て
ぬ
↓

ヘ
ダ
テ
ヌ
ル
）

「神
風
」
に
つ
い
て
は
、
「能
因
歌
枕
」
以
来
の
諸
歌
学
書
に
み
え
る
が
、
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

「奥
儀
抄
」
を
掲
げ
る
。

か
み
風
や
う
や
う
に
申
し
あ
ひ
た
り
。
あ
る
は
み
も
す
そ
川
に
神
風
と
い
ふ
瀬
あ
り
。
大
神
宮
の
あ
ま
く
だ
り
給

へ
る
所
也
と

申
す
、
心
得
ず
。
扱
は
み
も
す
そ
川
と

つ
づ
け
ざ
ら
む
ほ
か
は
よ
む
べ
か
ら
ず
。
あ
る
は
神
の
め
ぐ
み
を
い
ふ
也
と
申
す
。
そ
れ

又
い
か
が
と
き
こ
ゆ
。
此
義
に
て
よ
め
る
に
や
。
（後
略
）

「袖
中
抄
」
は
そ
れ
ま
で
の
所
説
を
要
約
し
て
、

綺
語
抄
、
神
風
ト

ハ
神
ノ
オ
ム
メ
グ
ミ
ヲ
云
也
。
通
宗
朝
臣
筑
紫
ノ
安
楽
寺

ニ
テ
神
風
ト
ヨ
ミ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
人
ワ
ラ
ヒ
ケ
リ
。



片  山 一早(15)

伊
勢
太
神
ノ
御
事
ナ
ラ
ズ

ハ
ヨ
ム
マ
ジ
キ
ニ
ヤ
。
可
尋
也
。
能
因
歌
枕
ニ
モ
、
神
風
ト

ハ
伊
勢
ヲ
イ
フ
ト
云
々
。
奥
儀
云
、
神
風

様
々
ニ
モ
申
合
タ
リ
。
或

ハ
ミ
モ
ス
ソ
河

二
神
ガ
瀬
卜
云
瀬
ア
リ
。
太
神
宮
ノ
ア
マ
ク
ダ
リ
給

ヘ
ル
所
ナ
ド
マ
ウ
ス
。
心

エ
ズ
。

サ
テ
ハ
ミ
モ
ス
ソ
河
ト
ツ
ヅ
ケ
ザ
ラ
ム
外

ハ
ヨ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
或

ハ
神
ノ
メ
グ
ミ
ヲ
イ
フ
ナ
リ
ト
マ
ウ
ス
。
其
又
イ
カ
ガ
ト
キ
コ

ユ
。
（後
略
）

と
記
し
て
い
る
。
「奥
儀
抄
」
の

「神
風
と
い
ふ
瀬
」
は
後
に

「神
が
瀬
」
と
呼
ば
れ
、
「袖
中
抄
」
所
引
の

「奥
儀
抄
」
で
は

「
み
も

す
そ
河
に
神
が
瀬
と
云
瀬
あ
り
」
と
な

っ
て
い
る
。
「新
古
今
注
」
は

「神
が
瀬
」
説
を
否
定
し
、
「奥
儀
抄
」
が

「神
の
め
ぐ
み
」
説

に
つ
い
て

「
そ
れ
又
い
か
が
と
き
こ
ゆ
」
と
疑
念
を
呈
し
つ
つ
も

「此
義
に
て
よ
め
る
に
や
」
と
言
い
、
「新
古
今
注
」
は
、
神
の
め

ぐ
み
説
に
立

っ
て
、
風
と
あ
る
の
に
拘
わ
り
、
「風
の
い
づ
く
を
も

へ
だ
て
ぬ
ご
と
く
、
神
慮
の
あ
ま
ね
き
こ
と
を
神
風
と
は
よ
む
と

云
々
」
と
言
う
。
「云
々
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
注
作
者
自
身
の
釈
と
言
う
よ
り
も
、
先
人
の
説
に
拠

っ
た
か
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。

ま
た

「和
漢
朗
詠
集
」
注
の
影
響
も
あ
る
。

１
６
７
２
　
ヲ
ノ
ノ
エ
ノ
朽
シ
昔

ハ
遠
ケ
レ
ド
ア
リ
シ
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
世
ヲ
モ
フ
ル
カ
ナ

ヲ
ノ
ノ
エ
ノ
朽
シ
昔

ハ
ト
ハ
、
王
質
ト
イ
フ
モ
ノ
木
ヲ
コ
リ
ニ
商
山
ト
イ
フ
山

へ
入
ケ
ル
ニ
、
二
人
童
子
ノ
碁
ヲ
ウ
ツ
ヲ
見
テ
、

ワ
ヅ
カ
ニ
半
日
卜
思

ヘ
バ
、
手

ニ
モ
チ
タ
ル
ヲ
ノ
ノ
ェ
朽
タ
リ
。
オ
ド
ロ
キ
テ
我
方

ヘ
カ
ヘ
レ
バ
、
七
世
ノ
孫
ニ
ア
ヒ
タ
リ
。
其

ア
ヒ
ダ
六
百
年
ヲ
ヘ
タ
リ
ト
イ
ヘ
リ
。
其
ノ
ヲ
ノ
ノ
エ
朽
シ
事
ヲ
、
昔
ナ
レ
ド
モ
今
モ
本
ミ
シ
事
ノ
ア
ラ
ズ
成
タ
ル
ハ
、
サ
ナ
ガ

ヲ
昔
ノ
ゴ
ト
シ
ト
、
述
懐
ノ
心

ニ
ヨ
ミ
給

ヘ
リ
。

王
質
の
斧
の
柄
の
朽
ち
た
話
は
、
晋
書
、
述
異
記
、
東
陽
記
、
郡
国
志
に
見
え
、
国
書
で
も
古
今
集
注
釈
書
や
奥
儀
抄
、
和
歌
色
葉
、

綺
語
抄
な
ど
に
見
え
る
が
、
細
部
に
わ
た
つ
て
同
じ
話
は
少
な
Ｈ
。
こ
の
注

の
要
点
は
、
主
人
公

「王
質
」
、
場
所

「商
山
」
、
人
物

「
二
人
童
子
」
、
事
柄

「囲
碁
」
、
時
間

「半
日
」
、
結
果

「斧
柄
爛
」
、
結
末

「七
代
孫
」
で
あ
る
が
、
こ
の
話
に
最
も
近
い
の
は
、
「和
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漢
朗
詠
集
」
永
済
注
で
あ
る
。

謬
入
仙
家
雖
為
半
日
之
客
、
恐
帰
旧
里
綾
逢
七
余
人
之
孫
　
　
落
花
乱
舞
衣
序
　
後
江
相
公

此

ハ
詩
ノ
序
也
。
二
条
院

ニ
シ
テ
、
文
会

ハ
ベ
リ
ケ
ル
ニ
、
朝
綱
、
其
日
ノ
序
者
ニ
テ
作
る
也
。
此
ハ
題
ノ
心
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
吾

身
ノ
述
懐
ナ
ル
ベ
シ
。
其
時
地
下
ニ
テ
メ
サ
レ
タ
リ
ヶ
ル
ニ
ヤ
、
タ
マ
タ
マ
竜
顔
ニ
チ
カ
ヅ
ク
ヲ
モ
テ
、
仙
家

二
入
テ
、
半
日
ノ

客
タ
ル
ニ
、
タ
ト
フ
ル
也
。
半
日
客
ト
イ
フ
ハ
本
文
也
。
晋
ノ
元
帝
ノ
時
、
王
質
卜
云
者
、
斧
ヲ
コ
シ
ニ
ハ
サ
ミ
テ
、
山
ニ
イ
リ

ヌ
。
山
ノ
ナ
カ
ニ
、
フ
タ
リ
ノ
ワ
ラ
ハ
囲
碁
ヲ
ウ
チ
テ
ヰ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
王
質
ヲ
ノ
ヲ
ヒ
ザ
ノ
シ
タ
ニ
シ
キ
テ
、
シ
バ
ラ
ク
ミ
ヰ

タ
ル
ホ
ド

ニ
、
日
ク
レ
ガ
タ

ニ
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
オ
ド

ロ
キ
テ
カ

ヘ
ラ
ム
ト
ス
ル
ニ
、

コ
ノ
オ
ノ
ノ
エ
ク
チ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
ア
ヤ
シ

ミ
ヲ
ド

ロ
キ
テ
、
タ
キ
ギ
ヲ
キ
ラ
ズ
シ
テ
、
家

ニ
カ

ヘ
リ
ヌ
。
ミ
レ
バ
、
ト

コ
ロ
ハ
ソ
レ
ナ
ガ
ラ
、
ア
リ
サ

マ
ミ
ナ
カ

ハ
レ
リ
。

人

ニ
ト

ヘ
ド
モ
、
シ
レ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
人
ア
リ
テ
、

ツ
ゲ
テ
云
ク
、
ワ
レ
ツ
タ
ヘ
キ
ク
、
ワ
ガ
先
祖

二
山

二
入
テ
カ
ヘ
ラ
ザ
リ
ケ

ル
人
ア
リ
ケ
リ
。
キ
ミ
モ
シ
其
人
欺
。
ヨ
ク
タ
ヅ
ヌ
レ
バ
、
七
代
ノ
ム
マ
ゴ
ニ
ナ
ン
ア
リ
ケ
ル
。
晋
書
ニ
ミ
エ
タ
リ
。
此
本
文
、

或

ハ
武
陵
桃
源
ノ
事
也
ト
モ
イ

ヘ
リ
。
可
尋
也
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
朝
綱
の
詩
句

「半
日
之
客
」
の
説
明
に

「半
日
客
ト
ハ
本
文
也
」
と
し
て
、
王
質
の
故
事
を
引
い

て

「
日
ク
レ
ガ
タ
ニ
ナ
リ
ケ
レ
バ
」
と
言

っ
て
い
る
。
「新
古
今
注
」
の

「半
日
」
は
こ
こ
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の

は
時
間
に
関
し
て
の
記
述
は
他
書
に
な
く
、
僅
か
に
六
巻
抄
、
奥
儀
抄
、
和
歌
色
葉
な
ど
に

「
囲
碁

一
番
」
の
間
と
す
る
の
で
あ

っ

て
、
「半
日
」
と
い
う
の
は
朝
綱
詩
句
の
永
済
注
の
解
か
ら
で
、
以
後
、
和
漢
朗
詠
集
注
で
は

「半
日
計
過
テ
我
家

二
還
タ
レ
バ
」
（和

漢
朗
詠
集
和
談
紗
）
の
よ
う
に

「半
日
」
が
定
着
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
新
古
今
注
の
永
済
注
の
相
異
は
、
「商
山
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
新
古
今
注
が
四
略
が
秦
の
虐
政
を
避
け
て
商
山
に
隠
遁
し
た
故
事
に
因
ん
で
、
仙
境
を
強
調
す
る
為
に
商
山
と
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
う
し
て

「新
古
今
注
」
の
王
質
の
故
事
は
、
鎌
倉
初
期
成
立
と
さ
れ
る

「永
済
注
」
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
古
今
集
古
注
釈
書
の
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
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２
　
ホ
ノ
ボ
ノ
ト
春
コ
ソ
空

二
来

ニ
ケ
ラ
シ
天
ノ
カ
グ
山
霞
タ
ナ
ビ
ク

此
御
可

ハ
、
初
五
文
字
ヲ
下
旬
ノ
カ
シ
ラ
ニ
ヲ
キ
テ
ミ
ル
ベ
シ
。
天
ノ
カ
グ
山

ハ
伊
勢
ノ
国

ニ
ア
リ
。
天
ノ
戸
ノ
明

ハ
ジ
メ
シ

モ
、
此
山

ヨ
リ
ノ
事
ナ
レ
バ
、
春
ノ
始
ノ
御
耳

ニ
ノ
セ
ラ
レ
タ
ル
也
。
（集
抄
は
、
伊
勢
に
傍
線
を
付
し
、
大
和
と
小
書
き
す

る
。
）

右
の
注
で
、
ま
ず
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
「天
ノ
カ
グ
山

ハ
伊
勢
ノ
国
ニ
ア
リ
」
で
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
注
が

出
て
来
た
の
か
。
原
因
は

「古
今
集
序
聞
圭
邑

全
二
流
抄
）
の
説
話
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

天
地
開
ケ
始
リ
シ
ヨ
リ
起
ル
ト
云

ハ
、
必
ズ
伊
井
諾
尊
ノ
事

ニ
ハ
非
ズ
。
是
ハ
天
照
太
神
国
土
ヲ
司
り
給
ヒ
シ
時
、
素
蓋
鳥
尊
、

悪
神
魔
太
羅
神
及

一
千
ノ
悪
神
ヲ
語
ラ
ヒ
テ
、
大
和
国
宇
多
野
二
城
廓
ヲ
構
ヘ
テ
八
歯
ノ
剣
ヲ

一
千
掘
立
テ
、
軍
ヲ
発
シ
玉
フ
。

太
神
、
大
慈
大
悲
ヲ
以
テ
思
シ
メ
ス
様
、
軍
ヲ
セ
バ
、
定
テ
神
多
ク
亡
ヌ
ベ
キ
故

二
由
無
シ
ト
テ
月
神

・
手
力
雄
命

・
気
永
足
杵

司
安
閑
玉
由
理
姫
命
、
此
人
々
ヲ
始
ト
シ
テ
八
百
万
ノ
神
達
ヲ
率
ヰ
テ
、
大
和
国
葛
城
山
天
間
原
天
ノ
岩
戸

二
閉
篭
り
玉
フ
。

（中
略
）
彼
鏡
ヲ
榊
ノ
枝

二
付
テ
神
等
ウ
タ
ヒ
舞
ヒ
ケ
リ
。
今
ノ
催
馬
楽
是
也
。
此
声
ホ
ノ
カ
ニ
岩
戸
二
聞

ヘ
ケ
レ
バ
、
日
神
吾

ヲ
恋
ル
神
ノ
有
ヤ
ト
テ
手
力
雄
ノ
神
岩
戸
ヲ
開
カ
セ
タ
マ
フ
。
此
時
日
神
、
岩
戸
ョ
リ
御
顔
ヲ
指
出
シ
玉
フ
。
御
光
カ
ガ
ヤ
キ
テ

御
鬼
白
ク
ミ
エ
サ
セ
玉
ヒ
ケ
ル
ヲ
、
ア
ナ
面
白
ヤ
ト
ノ
玉
フ
。
是
ヨ
リ
興
ア
ル
事

ニ
ハ
面
白
ヤ
ト
云
也
。
此
時
日
神
岩
戸
ヲ
出
玉

フ
。
香
久
山

二
影
向
ア
リ
。
是
二
始
テ
国
土
開
テ
国
明
ニ
ナ
ル
。
去
レ
バ
此
時
、
天
地
開
ケ
始
シ
時
卜
云
也
。

こ
の
注
で
は
、
天
地
開
聞
を
天
の
岩
戸
説
話
と
結
び
、
そ
の
場
所
を
大
和
国
葛
城
山
と
し
、
岩
戸
か
ら
出
ら
れ
た
天
照
太
神
が
影
向
さ

れ
た
の
が
、
天
の
香
久
山
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ

「伊
勢
国
」
と
な
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く

「奥
儀
抄
」
の

「神
風
」
の

項
の
後
半
部
に
日
本
書
紀
を
引
い
て
、

故
に
大
神
の
教

へ
の
ま
に
ま
に
、

そ
の
み
や
と
云
ふ
。
す
な
は
ち
、
そ
の
ま
つ
り
ご
と
を
い
せ
の
国
に
た
つ
。
よ
り
て
斎
宮
を
五
十
鈴
河
の
上
に
興
す
。
こ
れ
を
い

天
照
大
神
は
じ
め
て
あ
め
よ
り
く
だ
り
給
ふ
所
也
と
云

へ
り
。
是
よ
り
申
す
事
に
て
こ
そ
。
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と
い
う
伝
承
と
結
ん
だ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
常
識
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
伝
写
し
た

「集
抄
」
で
は

「大

和
」
と
傍
注
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
注
内
容
か
ら
み
て
、
「古
今
集
序
聞
書
」
Ｔ
一流
抄
）
か
ら
直
接
と
い
う
よ
り
も
、
毘
沙

門
堂

「古
今
集
注
」
や

「
三
流
抄
」
な
ど
説
話
的
注
釈
が
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
、
そ
れ
を
受
け
て

「
天
ノ
戸
ノ
明
ハ
ジ
メ
モ
、
此
山
ヨ
リ

ノ
事
ナ
レ
バ
」
と
注
し
た
と
も
老
え
ら
れ
る
。
説
話
的
注
釈
と
言
え
ば
、
「斎
院
ト
ハ
、
カ
モ
ノ
宮
ノ
后

ニ
ス
ハ
リ
給
フ
事
也
」
（１
８

２
）
と
い
う
注
に
も
こ
の
傾
向
が
指
摘
出
来
よ
う
。

今

一
つ
注
目
す
べ
き
は
万
葉
集
古
注
釈
書
に
拠

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

１
１
３
　
コ
ノ
ホ
ド
ハ
シ
ル
モ
シ
ラ
ヌ
モ
玉
ボ
コ
ノ
行
カ
フ
袖

ハ
花
ノ
香
ゾ
ス
ル

玉
ボ

コ
ト

ハ
、
ミ
チ
ト
イ

ハ
ン
ト
テ
ノ
枕
詞
也
。
伊
ザ
ナ
ギ
、
伊
ザ
ナ
ミ
尊
、
天
ノ
サ
カ
ホ
コ
ニ
テ
、
大
海
ヲ
サ
グ
リ
給
ヒ
シ

時
、
ホ
コ
ノ
シ
タ
タ
リ
コ
リ
テ
、
此
国
ハ
ナ
リ
テ
、
万
ノ
道
モ
次
第

二
出
来
シ
事
、
サ
カ
ホ
コ
ノ
ユ
ヘ
ナ
レ
バ
、
道
ト
イ
フ
枕
コ

ト
バ
ニ
玉
ボ

コ
ト
ハ
ヲ
ケ
リ
。
此
可
二
、
玉
ボ
コ
ノ
行
カ
フ
ト
ヨ
メ
ル
モ
道
ノ
心
也
。

と
あ

っ
て
、
い
ざ
な
ぎ

・
い
ざ
な
み
の
神
が
天
の
さ
か
鉾
で
大
海
を
探
り
、
そ
の
鉾
の
滴
り
が
凝

っ
て
島
と
な

っ
た
と
い
う
国
土
創
生

神
話
か
ら

「
万
の
道
も
次
第
に
出
来
し
事
さ
か
ほ
こ
の
ゆ
へ
な
れ
ば
」
と
い
う
理
由
か
ら

「玉
鉾
の
」
が

「道
」
の
枕
詞
と
な
っ
た
と

説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
万
葉
集
注
釈
書
で
あ
る

「
詞
林
釆
葉
抄
」
第
七
、
「玉
鉾
道
」
の
、

（前
略
）
今
考
之
云
、
日
本
紀
第

一
日
、
伊
井
諾
伊
井
冊
尊
立
於
天
野
橋
之
上
、
共
計
日
、
底
下
量
無
国
欺
、
通
以
天
之
瑣

（玉

也
。
此

ニ
ハ
云
奴
）
矛
指
下
探
之
、
是
獲
治
涙
。
其
矛
鉾
滴
涯
之
潮
島
。
名
之
椴
駅
慮
島
。
於
是
降
君
彼
島
。
因
欲
共
夫
婦
産
生

洲
国
。
便
以
破
駅
島
為
国
中
之
柱
臭
。
右
瑣
矛
是
玉
鉾
也
。
則
天
地
人
之
始
也
。
傷
王
臣
道
々
タ
ル
コ
ト
以
矛
為
始
。
故
二
玉
枠

ノ
道
申
焉
。

に
拠
る
と
思
わ
れ
、
「傷

つ
て
王
臣
の
道
の
道
た
る
こ
と
矛
を
以
つ
て
始
と
為
す
。
故
に
玉
鉾
の
道
と
申
す
也
。」
と
い
う
の
が
、
そ
の

根
拠
と
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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前
に
掲
げ
た
、

１
１
９
０
　
庭
に
お
ふ
る
夕
か
げ
草
の
下
露
や
暮
を
ま
つ
ま
の
涙
な
る
ら
ん
　
　
道
経

夕
か
げ
草
な
に
を
い
ふ
と
は
な
し
。
た
だ
草
也
。

と
い
う
注
も
、
同
抄

・
第
九

「暮
陰
草
」

当
集
第
四
巻
歌
日
、

我
ヤ
ド
ノ
ュ
フ
カ
ゲ
草
ノ
シ
ラ
露
ノ
ケ
ヌ
ガ
ニ
モ
ト
ナ
オ
モ
ホ
ユ
ル
カ
モ

註
尺
云
、
暮
陰
草
未
勘
云
々
。
今
試
考
之
、
ナ
ニ
ノ
陰
ト
ハ
イ
ハ
ザ
レ
ド
モ
、
夕
陰
ト
ョ
メ
ル
歌
、
当
集
第
十
巻
詠
蝉
歌
日
、

夕
陰

ニ
キ
ナ
ク
日
グ
ラ
シ
ヨ
コ
ダ
ク
モ
コ
ト
ニ
キ
ケ
ト
ア
カ
ヌ
コ
エ
カ
モ

此
歌

ハ
只
夕
陰
ノ
草
卜
見

ヘ
タ
リ
。
（下
略
）

に
拠

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

百
首
可
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
式
子
内
親
王

１
１
５
３
　
逢
こ
と
を
け
ふ
松
が
枝
の
た
む
け
ぐ
さ
い
く
よ
し
ほ
る
る
袖
と
か
は
じ
る

手
向
草
と
は
、
本
に
か
か
り
た
る
猿
を
が
せ
と
い
ふ
な
が
き
苔
也
。

１
５
８
８
　
白
浪
ノ
浜
松
ガ
エ
ノ
タ
ム
ケ
草
イ
ク
代
マ
デ
ニ
カ
年
ノ
ヘ
ヌ
ラ
ン

手
向
草
ト
ハ
、
松
ノ
枝
ナ
ド
ニ
ナ
ガ
ク
サ
ガ
リ
タ
ル
苔
也
。
世
俗
ニ
ハ
サ
ル
ヲ
ガ
セ
ト
イ
フ
也
。

古
今
ノ
大
事
也
。
可
秘
云
々
。
（集
抄
、
可
秘
云
々
↓
可
秘
々
々
）
０

な
ど
の

「手
向
草
」
に
つ
い
て
は
、
大
西
美
穂
さ
ん
が
指
摘
し
た
ご
と
く
、
仙
覚

「万
葉
集
註
釈
」
（仙
覚
抄
）
第

一
に
拠

っ
て
い

Ｚ

ω

。

仙
覚
は
、
「
タ
ム
ケ
ク
サ
ト
ハ
、
神

ニ
タ
テ
マ
ツ
レ
ル
モ
ノ
也
。
神

ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
モ
ノ
ヲ
、
松
ノ
枝

ニ
カ
ケ
ヲ
キ
タ
レ
ハ
、
浜
松
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ガ
エ
ノ
タ
ム
ケ
グ
サ
ト
ヨ
メ
ル
也
ト
イ
フ
也
。
此
義
常
ノ
事
也
。
ア
シ
カ
ラ
ズ
。
」
と
し
通
説
を
肯
定
し
た
上
で
、

常
陸
国
風
土
記

二
、
香
島
郡
ノ
旧
聞
異
事
ヲ
注
ス
ト
コ
ロ
ニ
、
海
上
安
是
之
嬢
子
歌
二
日
、
伊
夜
是
留
乃
阿
是
乃
古
麻
都
ホ
由
布

悉
三
々
和
乎
布
利
爾
由
母
阿
是
古
志
麻
波
母
云
々
。
是

ハ
、
ハ
マ
ツ
ガ
エ
ノ
タ
ム
ケ
グ
サ
ト
ョ
メ
ラ
ン
、
オ
ナ
ジ
コ
ト
ト
キ
コ
エ

タ
リ
。
シ
カ
ル
ヲ
古
老
ノ
ロ
博

二
、
ハ
マ
マ
ツ
ガ
エ
ノ
タ
ム
ケ
グ
サ
ト
イ
フ
ハ
、
女
羅
ヲ
イ
フ
ナ
リ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
古
松
二
女
羅

ノ
カ
カ
リ
タ
ル
ヲ
詠
ズ
ト
ミ
テ
、

ハ
マ
マ
ツ
ガ
エ
ノ
タ
ム
ケ
グ
サ
イ
ク
ヨ
マ
デ
ニ
カ
ト
シ
ノ
ヘ
ヌ
ラ
ン
ト
イ

ヘ
ル
ハ
、
コ
ト
ハ
リ

ア
ヒ
カ
ナ
ヒ
テ
、
キ
コ
ユ
ル
事
ナ
レ
ト
申
也
。
シ
カ
ル
ヲ
是
ヲ
キ
キ
テ
、
ウ
タ
ガ
ヒ
ナ
ス
ヒ
ト
ノ
イ

ハ
ク
、
コ
ト
ハ
リ
ハ
マ
コ
ト

ニ
ア
ヒ
カ
ナ
ヒ
テ
キ
コ
ユ
。
タ
ダ
シ
女
幕
ヲ
バ
、
マ
ツ
ノ
コ
ケ
ト
モ
、
ヒ
カ
ゲ
カ
ヅ
ラ
ト
モ
イ
ヘ
ル
コ
ト
ハ
ミ
エ
ハ
ベ
リ
。
タ
ム

ケ
グ
サ
ト
イ

ヘ
ル
証
拠
ア
ル
ニ
ヤ
ト
タ
ヅ
ヌ
ル
事
也
。
誠

二
証
拠

ハ
分
明
二
注
出
タ
ル
モ
ノ
未
見
及
之
。
然
而
此
義
古
老
ノ
伝
説

也
。
道
理
ア
ヒ
カ
ナ
ヒ
タ
ル
ハ
サ
モ
ヤ
ト
キ
コ
ユ
。
無
文
有
義
智
者
用
之
ノ
コ
ト
ハ
リ
、　
一
旦
二
難
棄
置
欺
。
今
又
以
和
語
之
趣

案
之
、
タ
ム
ケ
ト
イ

ヘ
ル
ハ
、
タ
ハ
手
ノ
義
、
ム
ハ
一局
キ
義
、
ケ
ハ
毛
髪
ノ
義
也
。
然
レ
バ
カ
ノ
女
羅
、
テ
ナ
ガ
ク
シ
テ
、
タ
カ

キ
木
枝

ニ
カ
カ
ル
ト
キ
コ
エ
タ
リ
。
故
和
手
向
草
コ
ト
相
諧
和
語
歎
。
古
今
ノ
物
名
ノ
所
二
、
サ
ガ
リ
ゴ
ケ
ト
ヨ
メ
ル
、
即
コ
レ

ナ
ル
ヲ
ヤ
。
（後
略
）

と
言
い
、
古
老
の
口
伝
と
し
て
、
女
羅
説
を
紹
介
し
、
メ
ゴ
ヶ
を
松
の
苔
と
も
日
蔭
の
か
づ
ら
と
も
云
う
が
、
手
向
草
と
云

っ
た
証
拠

は
な
い
が
、
道
理
に
叶

っ
て
い
る
と
肯
定
し
、
「古
今
ノ
物
名
ノ
所
ニ
サ
ガ
リ
コ
ケ
ト
ヨ
メ
ル
、
即
コ
レ
ナ
ル
ヲ
ヤ
」
と
す
る
。

由
阿
は

「仙
覚
抄
」
の

「
さ
が
り
こ
け
」
説
を
採
り
、

此
手
向
草

ハ
松
ノ
枝

二
懸
タ
ル
サ
ガ
リ
苔
卜
見
エ
タ
リ
。
サ
ガ
リ
苔
卜
云
フ
エ
ニ
ア
リ
。
サ
カ
リ
、
サ
ガ
リ
也
。　
一
↑
ン
ヅ
ガ
カ

セ
ニ
懸
ル
ウ
ミ
ヲ
ノ
如
シ
。　
一
ハ
女
羅
ト
テ
ツ
タ
ノ
如

ニ
テ
カ
カ
リ
タ
ル
物
也
。
毛
詩
日
、
有
誕
羅
毛
丘
葛
実
。
木
ノ
本
ヨ
リ
ス

エ
ニ
ト
ヲ
ザ
カ
リ
行
テ
懸
レ
ル
也
云
々
。
凡
ソ
神

ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
物
ヲ
バ
手
向
草
卜
可
申
ニ
ヤ
。

と
、
サ
カ
リ
ゴ
ケ
、
サ
ガ
リ
ゴ
ケ
の
二
種
と
す
る
が
、
「凡
ソ
神

ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
物
ヲ
バ
手
向
草
卜
可
申
ベ
キ
ニ
ヤ
。
」
と
言
い
、
さ
ら
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に
巻

一
三
の
長
歌
を
あ
げ
て
、
「此
手
向
草
モ
関
守
ル
神

ニ
ク
サ
グ
サ
ノ
物
ト
リ
ヲ
キ
テ
奉
ル
ヲ
申
卜
見

エ
タ
リ
。
以
之
可
知
之
。
」
と

述
べ
、
結
局
は
特
定
の
植
物
と
は
考
え
て
い
な
い
。
本
注
作
者
は
、
由
阿
の
説
を
捨
て
て
仙
覚
の
言
う
古
老
説
を
探
り
、
「手
向
草
と

は
、
本
に
か
か
り
た
る
猿
を
が
せ
と
い
ふ
な
が
き
苔
也
。」
と
す
る
。
歌
人
で
あ
る
注
作
者
に
は
仙
覚
の

「古
今
ノ
物
名
ノ
所

二
、
サ

ガ
リ
コ
ケ
ト
ョ
メ
ル
、
即

コ
レ
ナ
ル
ヲ
ヤ
」
と
言
う
言
説
が
大
き
く
響

い
た
と
思
わ
れ
る
。
最
近
影
印
さ
れ
た

「毘
沙
門
堂
古
今
集

注
」
に
も

「此
二
多
義
ア
リ
。　
丁

一
ハ
サ
ル
ヲ
ガ
セ
ト
云
者
ア
リ
。
ヒ
カ
ゲ
草
此
也
。」
云
々
と
あ
る
。
注
作
者
が
毘
沙
門
堂
古
今
集

注
に
拠

っ
た
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
「名
義
抄
」
に
も

「松
羅

マ
ツ
ノ
コ
ケ
、　
Ｔ

一サ
ガ
リ
コ
ケ
、
又
サ
ル
ヲ
ガ
セ
」
と
あ
り
、
「手
向

草
ト
ハ
、
松
ノ
枝
ナ
ド

ニ
ナ
ガ
ク
サ
ガ
リ
タ
ル
苔
也
。
世
俗

ニ
ハ
サ
ル
ヲ
ガ
セ
ト
イ
フ
也
。
古
今
ノ
大
事
也
。
可
秘
云
々
。
」
と
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
或

い
は
家
説
の
古
今
注
に
拠

っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

「新
古
今
注
」
を
書
写
し
た
清
原
宣
賢
は
、
「詞
源
略
注
」
に
は

「新
古
今
注
」
を
採
ら
ず
、
「詞
林
来
葉
抄
」
を
引
い
て
い
る
が
、

宗
祗
注
と
云
わ
れ
る

「詞
字
抄
」
も

「苺
と
い
ふ
と
も

い
へ
り
。
又

一
説
手
向
物
を
い
ふ
事
、
常
の
儀
也
。
」
と
仙
覚
抄
説
を
認
め
、

連
歌
師
長
珊

「新
古
今
和
歌
集
抄
出
聞
書
」
に
も

「た
む
け
草
苔
の
事
也
。」
と
し
、
牧
野
文
庫
本

「新
古
今
集
聞
書
」
も

「手
向
草

は
蔦
の
事
也
。
松
に
ひ
か
れ
て
昔
迄
も
い
く
世
経
ぬ
ら
ん
と
な
り
。」
と
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
青
木
賢
豪
氏
が
冷
泉
家
流
の
人

物
に
よ
る
講
釈
と
さ
れ
た
内
閣
文
庫
本

「新
古
今
和
歌
集
書
入
本
」
に

「手
向
草
は
松
の
こ
け
也
。」
と
あ
る
こ
と
で
、
松
の
苔
説
は

冷
泉
家
の
家
の
説
と
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「新
古
今
和
歌
集
註
」
は

「新
古
今
注
」
と
牧
野
文
庫
本

「新
古
今
集

聞
書
」
を
合
わ
せ
て

「此
手
向
草
は
松
の
枝
に
な
が
く
さ
が
り
た
る
苔
な
る
べ
し
。
松
に
ひ
か
れ
て
い
く
世

へ
ぬ
ら
ん
と
也
。」
と
釈

し
、
「増
補
本
新
古
今
集
聞
書
」
に
入
れ
ら
れ
て
、
「増
抄
」
や

「
八
代
集
抄
」
に
も
引
か
れ
る
。
し
か
し
、
磐
斎
も
季
吟
も
疑
間
を
持

っ
た
よ
う
で
、
「増
抄
」
は

「
こ
の
手
向
草
の
事
、
種
々
の
説
あ
り
。
口
伝
あ
り
。
可
尋
之
」
と
云
い
、
「
八
代
集
抄
」
は
、
「野
州
云
」

と
し
て

「増
補
本
聞
書
」
を
引
い
た
上
で
、
「愚
案
、　
一
条
禅
閣
御
説
前

二
注
。
此
腎
万
葉

一
に
有
り
。
」
と
し
、
１
１
５
３
歌
注
に
は

「
一
条
殿
の
■
林
良
材
に
云
、
手
向
草

ハ
只
手
向
と
い
は
ん
と
也
。
松
を
も
結
び
、
又
時
に
し
た
が
ひ
て
花
紅
葉
を
も
行
て
手
向
る
を
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云
也
。
」
と
兼
良
説
を
引

い
て
正
す
ま
で
、
松
の
苔
説
は
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

五

こ
う
し
て
本
書
に
は
、
平
安
期
歌
学
書
は
勿
論
、
鎌
倉
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

「和
漢
朗
詠
集
永
済
注
」
や
文
永
八
年

（
一
二

六
九
）
成
立
の
仙
覚

「万
葉
集
註
釈
」
、
弘
安
末
年

（
一
二
八
七
ご
ろ
）
と
さ
れ
る

「古
今
集
序
聞
書
」
雲
一流
抄
）
や
由
阿

「詞
林
采

葉
抄
」
な
ど
鎌
倉

・
南
北
朝
期
の
注
釈
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
や
作
者
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
ム
′

か
。一

つ
の
手
懸
か
り
と
し
て
、
百
人

一
首
注
が
あ
る
。
本
書
、

１
９
１
５
　
川
ヤ
シ
ロ
シ
ノ
ニ
ヲ
リ
ハ
ヘ
ホ
ス
衣
イ
カ
ニ
ホ
セ
バ
カ
ナ
ヌ
カ
ヒ
ザ
ラ
ン

シ
ノ
ト
ハ
、
常

ニ
ト
イ
フ
事
也
。
川
社
衣
ホ
ス
ナ
ド
イ
フ
。
百
人

一
首
ノ
歌
ノ
時
ニ
ク
ハ
シ
ク
注
華
。
（後
略
）

と
あ
る
ご
と
く
、
本
書
作
者
は
こ
れ
よ
り
先
に
百
人

一
首
注
を
書
い
て
い
た
。
こ
れ
に
符
節
を
合
わ
せ
た
か
の
ご
と
き
百
人

一
首
注
が

あ
和
。
す
な
わ
ち
、
中
院
本

「百
人

一
首
聞
書
」
に
、

（
春
過
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
あ
ま
の
か
ぐ
山

此
歌
は
＼
春
過
て
夏
来
に
け
ら
し
と

い
へ
る
お
ん
で
も
な
き
や
う
に
聞
え
た
る
間
知
ぬ
人
は
左
様
に
可
レ
思
也
。
更
衣
の
う
た

也
。
＼
衣
か
は
か
す
天
の
か
く
山
と
云
本
も
在
之
也
。
＼
天
ノ
か
く
山
と
は
い
か
に
も
極
て
高
山
の
事
を
云
也
。
心
ノ
中
は
春
ト

先
思
て
あ
れ
ば

い
つ
の
間
に
さ
て
夏
は
き
に
け
る
ぞ
と
み
る
也
。
白
妙
ノ
衣
を
着
ス
ル
と
は
更
衣
ノ
事
也
。
＼
衣
か
は
か
す
と
い

○
  く
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也
。
し
ろ
妙
を
花
と
云
説
在
之
。
悪
説
也
。
＼
春
過
て
夏
き
に
け
ら
し
。
次
第
ノ
ヽ
に
謂
延
べ
た
る
所
面
白
也
。
、

一月
既
破
三

月
□
来
と
杜
詩
モ
作
也
。
光
陰
ノ
事
也
。
万
葉

ニ
ハ
＼
衣
さ
ら
せ
り
天
の
香
久
山
と
あ
る
也
。
此
歌
を
取
て
定
家
卿
＼
白
妙
ノ
衣

ホ
ス
て
ふ
夏
ノ
来
て
垣
根
モ
た
は
に
さ
け
る
卯
花
＼
大
井
川
か
は
ら
ぬ
井
関
を
の
れ
さ
へ
夏
来
に
け
り
と
衣
ほ
す
也
　
此
歌
は
＼

井
せ
き
に
か
か
る
浪
を
衣
と
云
り
。

と
あ
る
も
の
で
、
確
か
に
照
応
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
本
は
奥
に
、
「右
此
三
部
者
称
名
院
殿
御
講
釈
聞
留
分
記
之
者
也
。

永
禄
三
年
四
月
下
旬
書
之
。
又
土
（以
後
大
量
一一異
枝
聞
△芝
也
桑
門
乏
梗
」
の
識
語
を
も

つ
江
戸
初
期
写
本
で
、
三
条
西
公
条
の
百
人

一
首

講
釈
の
聞
書
に
実
枝
が
補
注
を
加
え
た
も
の
で
あ

っ
て
、
幽
斎

「百
人

一
首
注
」
に
影
響
を
与
え
た
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
か
ら

「新
古
今
注
」
を
同

一
作
者
注
と
み
る
こ
と
は
、
「新
古
今
和
歌
集
註
」
に
中
院
通
勝
の
関
与
を
認
め
、
か
つ
幽
斎
自
身

が

「新
古
今
和
歌
増
補
本
聞
書
」
の
奥
書
に

「雖
似
有
其
恐
所
記
非
尽
意
之
僻
案
、
是
以
恵
雲
院
殿
近
衛
太
Ｊ
二
光
院
殿
一一栗
亜
削
内
府
等

之
御
説
述
卑
詞
者
也
。」
と
し
て
近
衛
植
家
や
三
条
西
実
枝
等
の
師
説
に
よ

っ
て
述
べ
た
も
の
だ
い
う
点
か
ら
も
蓋
然
性
は
高
い
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
果
た
し
て

「新
古
今
注
」
は
三
条
西
公
条
の
講
釈
で
あ
ろ
う
か
。
中
院
本

「百
人

一
首
聞
書
」
現
行
本

識
語
は
永
禄
三
年

（１
５
６
０
）
公
条
最
晩
年
七
四
歳
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
時
が
百
人

一
首
講
釈
の
最
初
で
あ

っ
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
、
こ
れ
以
前
講
釈
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
宣
賢

「新
古
今
注
」
書
写
の
享
禄
二
年

（１
５
２
９
）
か
ら
三

一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
公
条
は
享
禄
二
年
以
前
に
新
古
今
集
や
百
人

一
首
の
講
説
を
行

っ
た
か
ど
う
か
。
公

条
は
文
明

一
九
年

（１
４
８
７
）
生
ま
れ
、
父
実
隆
の
庇
護
と
薫
陶
を
う
け
て
学
問
に
精
進
し
、
大
永
三
年

（１
５
２
３
）
（３７
歳
）

に
は
建
仁
寺
に
史
記
の
講
筵
に
赴
き
、
八
月
に
は
宣
賢
か
ら
卜
笠
を
伝
授
さ
れ
、
翌
四
年
正
月
に
は
宣
賢
父
子
の
援
助
に
よ

っ
て
漢
書

列
伝
の
点
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
大
永
七
年
十
月
宣
賢
か
ら
易
を
学
び
、
享
禄
二
年
十
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
宣
賢
は
礼
記
を
講

じ
、
終
了
し
た
十

一
月
十
八
日
公
条
は
太
刀
を
贈

っ
て
謝
意
を
表
し
て
い
る
。
享
禄
二
年
二
月
か
ら
同
三
年
十
二
月
ま
で
伏
見
宮
邦
高

親
王
に
蒙
求
を
講
じ
て
い
る
の
は
そ
の
成
果
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
公
条
は
こ
の
時
期
漢
籍
学
習
に
務
め
た
時
代
で
あ

っ
て
、
そ
の
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多
く
を
宣
賢
に
負
う
て
い
る
。　
一
方
、
和
歌

・
物
語
に
つ
い
て
は
、
父
実
隆
の
薫
陶
を
え
て
大
永
三
年
三
月
ご
ろ
か
ら
知
仁
親
王
や
伏

見
宮
邦
高
親
王
に
源
氏
物
語
を
講
じ
、
大
永
五
年
に
共
に
講
を
終
え
て
い
る
。
大
永
七
年

（１
５
２
７
）
十

一
月
か
ら
実
隆
の
内
裏
で

の
古
今
集
講
義
を
引
き
継
ぎ
、
享
禄
二
年
三
月
ま
で
講
じ
て
い
る
。

い
わ
ば
父
実
隆
の
後
継
者
の
位
置
を
得

つ
つ
あ

っ
た
時
期
で
あ

る
。
し
か
し
、
「実
隆
公
記
」
を
検
す
る
限
り
、
公
条
の
新
古
今
集
や
百
人

一
首
の
講
説
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
官
一賢
は

「新
古
今
注
」
を

「於
坂
本
　
自
上
冷
泉
家
借
得
之
云
」
と
い
う
ご
と
く
、
当
時
坂
本
に
逗
留
し

て
い
た
上
冷
泉
為
和
か
ら
借
り
出
し
て
書
写
し
た
。
為
和
は
前
年
大
永
七
年
二
月
、
近
江
に
奔

っ
て
い
た
将
軍
義
晴
の
許
を
追

っ
て
参

陣
し
、
義
晴
に
従

っ
て
東
坂
本
に
進
み
、
十
月
越
前
勢
の
応
援
を
得
て
入
京
、
越
年
。
翌
大
永
八
年

（享
禄
元
）
五
月
義
晴
に
従

っ
て

近
江
坂
本
に
奔
る
。
享
禄
三
年
も
為
和
は
坂
本
に
居
た
ら
し
く
、
井
上
氏
は
官
一賢
が
為
和
か
ら

「新
古
今
注
」
を
借
り
出
し
た
の
は
、

為
和
が
坂
本
に
居
た
享
禄
二

・
三
年
で
あ

っ
た
と
さ
れ
た
。
宣
賢
側
か
ら
前
述
し
た
ご
と
く
享
禄
二
年
二
月
十
日
か
ら
四
月
の
間
の
書

写
と
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
動
乱
期
に
辛
じ
て
借
り
出
す
こ
と
の
出
来
た
事
情
を

「
こ
れ
を
借
り
得
た
り
」
と
奥
書
に
記
し
た
と
云

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
既
に
見
た
ご
と
く
宣
賢
書
写
の

「新
古
今
注
」
は
第
二
類
本

「新
古
今
和
歌
集
抄
」
の
存
在
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
両
本
と
も
に
完
本
で
は
な
く
。
そ
の
抜
書
本
で
あ
り
、
特
に

「新
古
今
注
」
は
誤
写
多
く
、
か
つ
空
白
は
虫
損
と
思
わ

れ
、
決
し
て
良
い
本
で
は
な
か

っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
、　
一
字

一
句
忠
実
に
書
写
し
、
虫
損
個
所
を
空
白
に
す
る
な
ど
厳
密
な
書
写
態
度

を
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
宣
賢
が
本
書
に
古
抄
本
と
し
て
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
た
証
拠
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
仮
に
本
書
が
三

条
西
家
の
注
釈
書
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
上
述
し
た
ご
と
き
宣
賢
と
三
条
西
家
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
み
て
、
完
本
を
借
り
出
せ
ば
よ
か

っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
う
し
て

「新
古
今
注
」
は
三
条
西
家
の
注
釈
書
で
は
な
く
、
上
冷
泉
家
伝
来
の
注
釈
書
で
あ

っ
た
と
考
え
る
の
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
、
冷
泉
家
と
百
人

一
首
注
と
の
関
わ
り
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
百
人

一
首
は
二
条
家
で
尊
重
さ
れ
、
冷
泉
家
で
は

せ
い
ぜ
い
百
人
秀
歌
と
の
関
わ
り
が
問
題
と
さ
れ
る
の
が
通
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
「龍
吟
明
訣
抄
」
序
文
に
は
為
家

・
為
相
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の の
名 説
が  を
見 伝
え えヽ
た

ま ら
た し
ヽ
  ぃ

為 冷
秀 泉
周 為
辺 綱
の ⌒
関 上
与 冷
が 泉
推 為
浪l l青
さ 男
れ  ｀
て 寛
い 文
る 四

米 1

沢 6
本 6
百 4
人 |

一 享
首 保
抄0七

が  1
あ  7
る 2
°
  2

自
筆

百
人

首
家
伝
抄

巻

「春
過
ぎ
て
」
の
歌
注
は
、

首
夏
の
歌
也
。
此
山
む
か
し
天
女
下
り
て
つ
ね
に
衣
を
ほ
す
所
也
。
夏
を
む
か

へ
て
、
此
山
の
其
女
の
体
を
云
也
。
こ
こ
に
耳
樫

明
神
あ
り
。
無
実
と
た
だ
す
と
云
々
。
是
に
て
、
ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
霞
た
な
び
く

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
衣
を
干
す
に
関
し
て

「
こ
こ
に
耳
樫

（甘
樫
力
）
明
神
あ
り
。
無
実
を
た
だ
す
と
云
々
。」
と

あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
磐
斎

「百
人

一
首
増
註
」
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
「詞
林
采
葉
抄
」
第
三
、
天
香
具
山
の
、

此
山

二
衣
ヲ
ホ
ス
ナ
ド
云
事
、
甘
橿
ノ
明
神
ト
テ
オ
ハ
ス
ル
ハ
、
人
ノ
ト
ガ
ノ
虚
実
ヲ
タ
ダ
シ
玉
フ
神
ニ
テ
、
ソ
ノ
衣
ヲ
神
水

ニ

ヌ
ラ
シ
テ
ホ
ス
ト
申
伝
タ
リ
。

０

に
よ
る
も
の
で
、
天
理
図
書
館
永
禄
七
年
写
本

「百
人

一
首
聞
書
」
は
今
川
了
俊
講
釈
聞
書
の
伝
来
を
持
つ
本
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も

「春
過
て
」
の
歌
注
で
、

是
は
新
古
今
集
に
夏
の
は
じ
め
の
歌
也
。
先
春
過
て
夏
く
る
と
云
事
め
づ
ら
し
か
ら
ざ
る
ご
と
く
也
。
然
ば
作
者
は
こ
こ
を
粉

骨
に
沈
吟
す
る
也
。
春
過
ぬ
れ
ば
は
や
く
夏
の
気
色
見
ゆ
る
由
也
。
心
は
先
底
に
や
す
み
を
こ
め
た
る
歌
也
。
春
の
程
は
霞
た
な

び
き
て
峯
に
衣
を
ほ
す
も
見
え
ず
。
夏
き
た
り
て
霞
は
れ
峯
し
ろ
ハ
ヽ
と
衣
ほ
す
も
見
え
た
れ
ば
さ
て
は
山
も
更
衣
を
ほ
し
た
る

か
と
云
心
也
。
白
妙
は
衣
の
枕
詞
衣
の
本
色
也
。
夫
も
昔
は
此
山
に
天
人
く
だ
り
て
衣
ほ
し
け
る
た
め
し
あ
り
。
如
此
思
よ
れ
る

也
。
而

二
此
衣
ほ
す
と
は
何
を
山
の
衣
が
へ
と
い
ふ
と
見
る
に
白
雲
を
山
の
衣
と
せ
り
。
春
は
偏
二
霞
と
見
し
を
夏
は
人
も
更
衣

を
す
る
時
分
な
れ
ば
山
も
白
雲
の
こ
ろ
も
を
か
ゆ
る
と
い
ふ
分
也
。
惣
の
心
は
四
季
に
を
し
う
つ
り
先
天
地
の
よ
く
知
事
を
い
へ

り
。
さ
て
此
歌
の
心
を
も
て
定
家
更
衣
の
歌
、
大
井
河
か
わ
ら
ぬ
津
を
の
れ
さ
へ
夏
き
に
け
り
と
衣
ほ
す
ら
し
　
こ
れ
も
衣
は
な

し

波
の
し
ろ
き
を
津
の

更
衣
と
読
な
せ
り

矢墓

雨丞
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馴

劇

馴

利

剣

割

到

測

「

測

翻

刊

創

躙

引

刊

刻

相

罰

憫

測

日

引

劃

当

日

剣

ヨ

劃

冽

れ
ば
此
衣
し
ろ
ノ゙
ヽ
と
み
ゆ
る
と
云
分
也
。
う
ら
な
ひ
の
時
生
く
る
鹿
を
と
ら

へ
て
此
は

ゝ
か
の
本
を
く
わ
せ
て
か
た
の
か
わ
を

は
ぎ
焼
て
う
ら
な
ふ
や
う
あ
り
。
か
た
ぬ
く
鹿
と
い
ふ
事
は
是
よ
り
始
也
。
此
心
を
、
香
久
山
の
は

ゝ
か
の
し
た
に
う
ら
向
て
か

た
ぬ
く
鹿
の
妻
や
こ
ふ
ら
ん
と
よ
め
り
。
但
此
恋
は
人
の
好
所
に
あ
る
べ
し
。
猶
以
前
の
後

干
要
な
る
べ
し
。

と
あ

っ
て
、　
一
説
と
し
て

「米
沢
本
百
人

一
首
抄
」
に
萌
芽
の
み
え
た

「河
社
」
の
難
儀
と
結
ん
だ
解
釈
を

「世
に
無
矢
を
お
ふ
人
天

香
久
山
に
し
て
雨

ハ
ヽ
カ
ノ
木
に
衣
を
か
け
て
ほ
す
に
科
あ
る
人
は
七
日
ま
で
ほ
す
。
と
が
な
き
人
は
雅
ひ
る
也
。」
と

「
川
や
し
ろ
」

の
歌
と
結
ん
だ
説
を
述
べ
て
い
る
。
「
川
や
し
ろ
」
の
歌
と
結
ん
だ
解
釈
は
二
条
家
流
に
は
な
く
、
お
そ
ら
く
冷
泉
家
に
発
し
た
も
の

で
、
「新
古
今
注
」
作
者
の
書
い
た
百
人

一
首
注
は

「米
沢
本
百
人

一
首
抄
」
と

一
説
と
す
る
天
理
図
書
館

「百
人

一
首
聞
書
」
の
中

間
に
位
置
す
る
性
格
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
す
れ
ば
公
条
の

「百
人

一
首
聞
書
」
は
あ
る
い
は
二
条
家
宗
祗
流
に
冷
泉
家
流
を
加

え
た
注
釈
で
あ

っ
た
と
云
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

「新
古
今
注
」
の
成
立
に
つ
い
て
手
懸
か
り
と
な
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
ご
と
く

「新
古
今
注
」
は

「手
向
草
」

の
解
釈
に
仙
覚

「万
葉
集
註
釈
」
の

「松
の
苔
」
説
を
と
り
、
さ
ら
に

「古
今
ノ
物
名
ノ
所
ニ
サ
ガ
リ
ゴ
ケ
ト
ヨ
メ
ル
、
即
コ
レ
ナ
ル

ヲ
ヤ
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

「毘
沙
門
堂
古
今
集
注
」
な
ど
に
み
え
る

「
一
二
ハ
サ
ル
ヲ
ガ
セ
ト
云
者
ア
リ
。
ヒ
カ
ゲ
草
此
也
。
」
と

あ
る
の
を
採

っ
て

「手
向
草
ト
ハ
、
松
ノ
枝
ナ
ド
ニ
ナ
ガ
ク
サ
ガ
リ
タ
ル
苔
也
。
世
俗
ニ
ハ
サ
ル
ヲ
ガ
セ
ト
イ
フ
也
。
古
今
ノ
大
事

也
。
可
秘
云
々
。
」
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、　
一
条
兼
良

（応
永
九

・
１
４
０
７
１
文
明

一
三

ｏ
ｌ
４
８
１
）
は

「歌
林
良

材
集
」
巻
下

・
「浜
松
が
枝
の
手
向
草
事
」
の
項
で
、

白
波
の
浜
松
が
え
の
手
向
草
い
く
代
ま
で
に
か
年
の
経
ぬ
ら
ん

右
、
手
向
草
は
た
だ
手
向
と

い
は
む
と
也
。
松
を
も
結
び
、
又
時
に
随
て
花
も
み
ぢ
を
も
折
て
手
向
と
い
ふ
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
歌
人
で
鎌
倉

・
南
北
朝
期
の
注
釈
に
も
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

「新
古
今
注
」
作
者
の
講
説
が

「歌
林
良
材
集
」
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流
布
以
後
で
あ

っ
た
ら

「松
の
苔
」
の
主
張
は
な
か

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
「新
古
今
注
」
の
成
立
は

「歌
林
良
材
集
」

（本
書
の
成
立
は
不
明
。
兼
良
没
年
の
文
明

一
三
年
以
前
。
）
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宣
賢
書
写
の

「新
古
今
注
」
の
形
態
か
ら
も

妥
当
で
あ
ろ
う
。
明
確
な
成
立
年
代
も
作
者
も
不
明
で
あ
る
が
、
為
秀
以
後
の
冷
泉
流
の
新
古
今
注
釈
を
伝
え
た
書
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
に
推
論
し
た
と
し
て
も
疑
間
が
残
る
。
前
述
し
た
ご
と
く
幽
斎
は

「新
古
今
注
」
と

「新
古
今
集
聞
書
」
（牧

野
文
庫
本
）
を
主
要
な
典
拠
注
と
し
て

「新
古
今
和
歌
集
註
」
を
作
成
し
、
常
縁

「原
撰
本
新
古
今
集
聞
書
」
を
中
心
に

「増
補
本
新

古
今
集
聞
書
」
を
作
成
し
た
が
、
二
条
家
歌
学
継
承
者
と
し
て
の
幽
斎
に

「新
古
今
和
歌
集
註
」
作
成
時
、
冷
泉
家
流
の
注
で
あ
る

「新
古
今
注
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も

っ
と
も
、
室
町
末
期
二
条

・
冷
泉
の
対
立
は
す
で
に
意
味
を
持
た
な
く
な

っ
て
お
り
、
「新
古
今
注
」
と
共
に

「新
古
今
和
歌
集

註
」
の
主
要
注
で
あ
る

「新
古
今
集
聞
書
」
は
兼
載

「新
古
今
抜
書
抄
」
や
長
珊

「新
古
今
抄
出
聞
書
」
と
の
関
連
が
深
く
、
か
つ
二

条
家
と
は
関
わ
り
の
な
い
連
歌
師
の
注
と
思
わ
れ
、
幽
斎
は
必
ず
し
も
二
条
家
注
に
拘

っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
幽
斎
晩
年
の

「和
歌

座
右
」
は
い
ろ
は
順
の
和
歌
注
釈
書
で
あ
る
が
、
内
容
は

「万
葉
抄
出
百
首
」
「原
撰
本
新
古
今
集
聞
書
」
「宗
長
秘
歌
抄
」
「拾
遺
愚

草
抄
出
聞
書
」
「堀
河
百
首
」
「永
久
四
年
百
首
」
ョ
一体
和
歌
」
注
や
小
町

・
公
任

ｏ
定
家

・
家
隆

・
慈
円
と
と
も
に
冷
泉
歌
人
で
あ

る
正
徹

・
正
広
の
詠
歌
注
を
も
抄
出
し
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
傾
向
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば

「増
補
本
新
古
今
集

聞
書
」
跛
に
常
縁

「原
撰
本
聞
書
」
奥
書
を
記
し
て

「此
集
之
抄
出
右
之
奥
書
本
写
之
。
尤
可
謂
秘
蔵
而
歌
数
不
幾
首
漏
脱
多
之
。
傷

年
来
聞
置
之
義
等
今
加
之
、
分
而
為
上
下
。
雖
似
有
其
恐
所
記
非
愚
意
之
僻
案
。
是
以
恵
雲
院
殿
近
衛
太
閤
、
三
光
院
殿
一に
降
栖
等
之

御
説
述
卑
詞
者
也
。」
と
実
際
に
は

「新
古
今
和
歌
集
註
」
に
よ

っ
て
増
補
し
た
に
拘
ら
ず
近
衛
植
家
、
三
条
西
実
枝
の
名
を
記
し
た

の
は
従
来
通
り
二
条
家
道
統
を
継
い
だ
意
識
の
強
調
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
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(6)(5)(4)(3)(2)(1)
注
古
典
文
庫

「詞
源
略
注
」
（昭
５９

・
７
）
解
説
。

「新
古
今
集
古
注
集
成
　
中
世
古
注
編
１
」
（笠
間
書
院

・
平
９
刊
）
「連
歌
聞
書
」
解
説
。

「新
古
今
和
歌
集
の
研
究
」
（星
野
書
店

・
昭
１９
刊
）
所
収

「新
古
今
和
歌
集
注
釈
書
の
話
」

「新
古
今
秀
古
注
集
成
　
中
世
古
注
編
１
」

（笠
間
書
院

・
平
９
刊
）
「新
古
今
注
」
解
説
。

樋
口
芳
麻
呂
編

「王
朝
和
歌
と
史
的
展
開
」
（笠
間
書
院

・
平

。
９
刊
）
所
収
、
拙
稿

「新
古
今
和
歌
集
註
は
幽
斎
の
抄
か
」

上
原
作
和

「〈
爛
何
）
の
物
語
史
―

「斧
の
柄
朽

つ
」
る
物
語
の
主
題
生
成
―
」
翁
講
座
平
安
文
学
論
究
」
第
十
二
輯

・
風
間
書
房

。
平
９
刊
）
。

田
中
幹
子

「斧
の
朽
ち
し
王
質
」
が

「七
世
の
孫
に
会
ふ
」
―
漢
故
事
の
変
容
の
諸
相
―

（就
実
語
文

・
第

一
九
号

・
平
１０

・
１２
）

「和
漢
朗
詠
集
諸
注
集
成
１
」
（大
学
堂
書
店

。
平
９
刊
）
「永
済
注
」
解
説
。

片
桐
洋

一

「中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
二
」
（赤
尾
照
文
堂

・
昭
４８
刊
）

万
葉
集
叢
書
　
第
十
輯

「万
葉
集
叢
刊
中
世
編
」

（詞
林
采
葉
抄
）
（臨
川
書
店

・
昭
５２
刊
）

大
西
美
穂

「手
向
草
に
つ
い
て
―

「新
古
今
注
」
を
中
心
に
―
」
Ｔ
口
田
弥
寿
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集

・
平
Ｈ
刊
）

万
葉
集
叢
書
　
第
八
輯

「仙
覚
全
集
」
（臨
川
書
店

。
昭
５２
刊
）

「内
閣
文
庫
本
新
古
今
聞
書
に
つ
い
て
」
「
和
歌
文
学
の
伝
統
」
角
川
書
店

・
平
９
刊
）
所
収
。

上
条
彰
次
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

赤
瀬
知
子

「京
都
大
学
中
院
文
庫
本
　
百
人

一
首
聞
書
」
（百
人

一
首
注
釈
書
叢
刊
２

・
和
泉
書
院

・
平
７
刊
）

「中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
室
町
後
期
」
改
訂
新
版

（明
治
書
院

・
昭
６２
刊
）
第
二
章
。

島
津
忠
夫

・
田
島
智
子

「龍
吟
明
訣
抄
」
（百
人

一
首
注
釈
書
叢
刊
Ｈ

。
和
泉
書
院

・
平
８
刊
）

「米
沢
本
　
百
人

一
首
抄
　
解
読
と
注
釈
」
（米
沢
古
文
書
研
究
会

・
昭
５‐
刊
）

長
谷
完
治

「
天
理
図
書
館
蔵
　
百
人

一
首
聞
書
」
（百
人

一
首
注
釈
書
叢
刊
２

・
和
泉
書
院

・
平
７
刊
）


